
平成３０年度　下野市行政評価市民評価　ヒアリング資料

必要性

Ⅰ（積極的
推進）

総合計画
での位置
付け

施策

2

4

1

公共関与の妥当性がある
社会経済情勢の変化等に適合し、その課題解決に効果がある

市裁量がない事業（⇒Ａ評価とする）

重点事業区分文化を育み、心豊かな人を育て未来につなぐまちづくり

文化芸術と文化遺産による豊かな生活環境づくり

豊かな文化を育む活動づくり
人いきいき

全て

１
以上

なし

第二次下野市総合計画の施策体系と事業目的に整合性があり、
意図する結果につながる

要件（３項目）

廃止

○

効率性

文化協会には多くの市民団体が登録しており、市内での活発な事業活動により、さまざ
まな芸術文化に市民が身近な所で触れられる機会が提供されています。また、小中学校
では、舞台芸術鑑賞の機会を設け、子どもたちの感性を刺激するなど、必要に応じて外
部団体等を入れ、より魅力のある高度な芸術に触れられるように対応しています。
以上のことから、効率性をＡとしました。

３
以上

１
以上

なし

ソフト事業（要件：７項目）
事業の質を維持しつつ、事業費の削減や取組方法を見直す 補助金等の積極的な活用で最大の

成果となる方法を選択している

事業目的に見合う最適な事業
規模である

他事業との重複がない

同種・同目的事業との統合や簡略化を実施する

民間委託を実施する

継続実施

見直し実施

総合評価

○

事業推進方針判断に際しての３つの視点

事業概要

・さまざまな芸術文化活動を愛好し、実践している市民の各種発表及び作品等を展示するため、しも
つけ市民芸術文化祭を開催する。
・文化団体相互の連絡協調と会員相互の親睦融和を図り、下野市の文化活動の振興及び文化的水
準の向上発展を目的とする下野市文化協会の運営を補助し、活動に対し協力する。
・次世代を担う児童･生徒に、優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供するため、小学校及び中学校に
おいて芸術鑑賞事業を開催する。
・伝統文化親子教室参加者による下野市文化遺産フェスティバルを開催する。

事

業

内

容
（平成29年度活動実績・決算額）
報償費24,000円（3,000円×８回）　消耗品費10,719円　委託料3,360,000円（８公演）
使用料及び賃借料64,800円（バス借上げ）　、県公立文化協議会負担金5,300円
しもつけ市民芸術文化祭実行委員会補助金895,493円　下野市文化協会補助金650,000円
○しもつけ市民芸術文化祭
国分寺公民館で舞台部門、南河内体育センターで市民の作品展、グリムの館で茶華道展、書道展、ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｱ
を開催した。平成28年度までは高校生以上を対象としていたが、平成29年度から年齢制限を撤廃したことにより、
舞台部門において子どもの参加があり、世代間の交流も図られた。
○下野市文化協会
文化協会においては、文化団体相互の連絡調整と会員相互の親睦融和を図ることを目的に、各種事業を開催す
るとともに、各種事業を通して市全体の文化振興の進展に寄与している。。（加入団体65団体、団体会員数994
名、個人会員13名）
○小中学校芸術文化鑑賞会
次世代を担う児童・生徒たちを対象に、各会場にて演劇鑑賞等を開催した。日頃なかなか見ることのない生の演
劇等を鑑賞することができ、舞台芸術への興味や関心が高まった。小学校4会場（7校）、中学校4会場（4校）
（今後の事業展開方針）
しもつけ市民芸術文化祭実行委員会補助金、下野市文化協会補助金については、今後も同額の補助金を確保
し、継続して文化振興を図るとともに、各団体と連携し、参加団体の増加や文化協会会員の確保を図ることとす
る。
また、小学校における芸術文化鑑賞事業については、予算等の問題もあることから、文化庁事業を活用しつつ、
市単独事業として各学校毎年開催できるよう、引き続き庁内での協議を進める。

そ
の
他

（
過
年
度
実
績
・
特
筆
す
べ
き
点

等

）

財
源

事
業
費
内
訳

国県支出金
０千円

地方債・その他
０千円

一般財源
７，２５０千円

年
度
別

平成３１年度

Ａ

Ｂ

Ｃ

事業区分

根拠法令
等

第二次下野市総合計画、下野市教育大綱、下野市教育振興計画

類型
区分

事業の休廃止（実施しない場合）の影響が大きい

市裁量がない事業（⇒Ａ評価とする）
Ｃ

Ｂ
本事業以外の解決策が見当たらない

１
以上

事務事業
番号

149

事務事業名 教育委員会文化振興事業 生涯学習文化課

事業目的

・市民がさまざまな芸術文化に触れることで、豊かに暮らすための文化振興活動の活性化を図る。
・文化団体の自主事業運営の推進を図り、市民の芸術文化活動への参加を促進する。
・子どもの豊かな心や感性、創造力やコミュニケーション能力を育み、地域文化の担い手を育成す
る。

所管部課

現総合計画前期基本計画の本施策では、５年間で目指すべき姿を「市民が文化的に豊か
な市民生活を送ることができる環境づくり」としており、本事業では、充足感や精神的
なゆとりにつながる芸術文化の振興において、市民が芸術に触れる、また、自ら活動す
る等の機会・きっかけを創出することで、個々の潤いのある人生や生きがいに資すると
考えます。
また、個々の価値観やライフスタイルにも影響し、市民同士が互いに理解し合い、豊か
なコミュニティを形成する土台にもなり得ることからも、本事業の必要性は高いと考え
ます。
以上のことから、必要性をＡとしました。

○

○

Ｃ

Ｂ

Ａ

要件（３項目）
全て

市民サービスの維持・向上に寄与する

しもつけ市民芸術
文化祭の開催、下
野市文化協会の支
援、市内小中学校
の芸術文化鑑賞事
業の実施。

ソフト事業継続 事業の種類

平成２９年度
補助団体 ―

新規・継続 市裁量の有無 裁量あり

平成３０年度
しもつけ市民芸術
文化祭の開催、下
野市文化協会の支
援、市内小中学校
の芸術文化鑑賞事
業の実施。

平成３２年度平成２８年度

合理化やスピードが求められる時代において、また、超高齢化時代において、芸術文化
活動の充実は、市民の心の拠り所・生きがいづくりともなり、地域での交流に発展する
ことで、より豊かな市民生活にもつながるため、本事業の緊急性は高いと考えます。
また、伝統文化については、子どもたちが触れる機会が減少しており、確実に次世代に
継承していく必要があることから、伝統文化親子教室を毎年開催し、体験を通して継承
へつなげていくこととしています。
以上のことから、緊急性をＡとしました。

なし

対
象
年
度

○報償費　95千円（芸術文化鑑賞事業花束代40千円、文化遺産フェスティバル55千円）
○需用費　25千円（事務用消耗品11千円、文化遺産フェスティバル14千円）
○役務費　156千円（芸術文化鑑賞事業ピアノ調律等）
○委託料　5,286千円（芸術文化鑑賞事業440千円×11校分、移動音楽鑑賞教室446千円×1校分）
○使用料及び貸借料　132千円（芸術文化鑑賞事業バス借上げ料）
○負担金補助及び交付金　1,556千円（文化協会650千円、市民芸術文化祭900千円、負担金6千円）

受益機会・費用負担割合等が公平公正であり適正である

市民との協働で事業を実施している。あるいは実施できる

他自治体で実施されている水準と比較して適切である

管理業務等において、現在の取組手法から、さら
に効率性を図ることは困難である

ハード事業（要件：３項目）

緊急性

Ａ

事
業
計
画

事
業
費

５，０１１千円 ５，３４９千円 ７，２５０千円 ７，２５０千円

しもつけ市民芸術
文化祭の開催、下
野市文化協会の支
援、市内小中学校
の芸術文化鑑賞事
業の実施。

しもつけ市民芸術
文化祭の開催、下
野市文化協会の支
援、市内小中学校
の芸術文化鑑賞事
業の実施。

しもつけ市民芸術
文化祭の開催、下
野市文化協会の支
援、市内小中学校
の芸術文化鑑賞事
業の実施。



しもつけ市民芸術文化祭２０１７事業報告について

１ 会議の開催

① 実行委員会

＜１回目＞

日 時 平成２９年６月７日（ 水） 午後１時３０分から

場 所 庁舎３階 ３０３会議室

内 容 ・ 平成２９年度事業計画（ 案） について

・ 平成２９年度収支予算（ 案） について

＜２回目＞

日 時 平成３０年２月２６日（ 月） 午後２時から

場 所 庁舎３階 ３０４会議室

内 容 ・ しもつけ市民芸術文化祭２０１７事業報告について

・ しもつけ市民芸術文化祭２０１７収支決算について

・ しもつけ市民芸術文化祭２０１８（ 案） について

② 運営委員会

＜舞台部門運営委員会＞

日 時 平成２９年７月１０日（ 月） 午前９時から

場 所 庁舎３階 ３０４会議室

内 容 ・ 開会式について

・ 日程及び会場について

・ 募集要項等について

⇒全体会議後、部会ごと打合せ会議の開催
＜展示部門運営委員会＞

展示部門全体での運営委員会の開催はなし ⇒ 部会ごとに打合せ会議の開催

２ 広報活動

① 広報「 しもつけ」 に掲載

７月 ／ 舞台部門出演者、展示部門出展者募集

１０月 ／ 両面印刷にて開催日程の案内、及び囲碁・ 将棋大会参加者募集

１２月 ／ 文化祭の開催結果、囲碁・ 将棋大会入賞者

② 下野市ホームページに掲載

・ 出演者・ 出展者募集及び開催日程について

・ 文化祭開催日程について

③ チラシ、ポスターによる周知

・ チラ シ： 各公共機関や銀行、郵便局、スーパー等に設置

・ ポスター： 各公共機関や銀行、郵便局、スーパー等に掲示依頼

※５６箇所に依頼



３ 事業の開催

２０１７テーマ

『 つなごう！広げよう！文化の祭典』

① 開会式

・ ウェルカムコンサート

（ 演奏： SOUNDFUTURE CLUB 松本文男氏）

・ 市歌斉唱

② 舞台部門 ： ５０団体・ 個人、出演者数５８６名

・ 芸能の祭典Ⅰ〔 民謡、舞踊〕

１０月１４日（ 土） 会場： 国分寺公民館 大ホール

・ 芸能の祭典Ⅱ〔 吟詠、ダンス、邦楽、洋楽、郷土芸能 他〕

１０月１５日（ 日） 会場： 国分寺公民館 大ホール

・ 芸能の祭典Ⅲ、音楽の祭典〔 ダンス、郷土芸能、ロック、フォーク〕

１０月２１日（ 土） 会場： 国分寺公民館 大ホール

・ 歌の祭典〔 歌謡〕

１０月２２日（ 日） 会場： 国分寺公民館 大ホール

・ グリム♪ ミュージックフェア
１部 「 綱川千帆」 ピアノコンサート ２部 市民オーケストラ、コーラス 他

１０月２９日（ 日） 会場： グリムの館 多目的ホール

③ 展示部門 ： ３７団体・ 個人、出展者数５９３人

・ 茶華道展

１０月１４日（ 土）、１５日（ 日） 会場： グリムの館

・ 市民の書道展

１０月１９日（ 木） ～２２日（ 日） 会場： グリムの館

・ 市民の作品展〔 ワークショップ、はくつる会パン販売〕

１０月２１日（ 土）、２２日（ 日） 会場： 南河内体育センター

４ 関連事業

・ 第５回下野市長杯囲碁大会

１０月２８日（ 土） 会場： 国分寺公民館

・ 市民将棋大会

１０月２９日（ 日） 会場： 国分寺公民館

・ 人権作品展（ 児童による絵画、書道の展示）

１０月１４日～２９日 会場： グリムの館

５ 来場者数

舞台部門・ 展示部門延来場者数 １，９７４名



しもつけ市民芸術文化祭２０１７収支決算について

１ 収 入 （ 単位： 円）

科 目 予算額 決算額 比較増減 備 考

補助金 900, 000 895, 493 △ 4, 507 市補助金

参加費 249, 000 277, 000 28, 000
出演料、出展料、

ワークショップ出展料

雑収入 1, 000 5, 003 4, 003 預金利子等

合 計 1, 150, 000 1, 177, 496 27, 496

２ 支 出 (単位： 円)

科 目 予算額 決算額 比較増減 備 考

会議費 5, 000 2, 280 2, 720 実行委員会時飲物

事務費 10, 000 540 9, 460 振込手数料

広報費 150, 000 102, 168 47, 832 ポスター・ チラシ印刷費

事業費 960, 000 1, 052, 508 △ 92, 508
会場設置、機材借用等
看板作成
各会場消耗品

保険費 20, 000 20, 000 0 傷害保険料

予備費 5, 000 0 5, 000

合 計 1, 150, 000 1, 177, 496 △ 27, 496

収入 １，１７７，４９６円 ― 支出 １，１７７，４９６円 ＝ ０円

上記のとおり報告いたします。

平成３０年２月２６日

しもつけ市民芸術文化祭実行委員会

会 長 中川 賢一

監査報告

収支決算について、平成３０年２月２６日に監査した結果、各証票、書類、帳簿等が

適正に処理されていることを報告いたします。

平成３０年２月２６日

監 事 今井 玲子

監 事 中村 靖















































平成２９年度 小中学校芸術鑑賞事業実施計画

※児童生徒数は、平成29年度見込み数（ 平成29年5月12日現在）

学校名

市主催事業
児童

生徒数
合 計

市主催事業

備 考

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ29実施校

薬 師 寺 小 ○ 327

498 薬師寺小

【 市： 3校合同】
10/18「 ピーターパンとウェンディ」

劇団ポプラ
【 文化庁： 吉田西小のみ】
9/29文化庁主催「 芸術家の派遣
事業」 ピアノ・ フルート ・ 打楽器

吉 田 東 小 ○ 84

吉 田 西 小 ○ 87

祇 園 小 ○ 371

緑 小 ○ 257
【 文化庁】

11/15文化庁主催「 巡回公演事業」

演芸 夢と希望の創造空間

石 橋 小 ○ 462

506 石橋小

【 市： 2校合同】
6/16「 陽気なハンス」

劇団風の子
【 文化庁： 細谷小のみ】
12/21文化庁主催「 芸術家の派遣
事業」 ラテンパーカッション

細 谷 小 ○ 44

古 山 小 ○ 486 486 古山小
【 市】
12/18「 ピーターパンとウェンディ」

劇団ポプラ

石 橋 北 小 ○ 212 212 石橋北小

【 市】
10/4「 ｵｽ゙の魔法使い」

劇団ポプラ
【 文化庁】
12/13文化庁主催「 芸術家の派遣
事業」 マリンバパーカッション

国 分 寺 小 ○ 572

国分寺西小 ○ 32

国分寺東小 ○ 285

南 河 内 中 ○ 移 212 212 南河内中
【 市】 9/26「 陽気なハンス」

劇団風の子

南河内二中 ○ ○ 357 357 南河内二中
【 市】 11/24「 雨ふり小僧」

劇団民話芸術座

石 橋 中 ○ ○ 634 634 石橋中
【 市】 11/20「 十二夜」

シアター２＋１

国 分 寺 中 ○ ○ 494 494 国分寺中
【 市】 5/24「 岡本知高ｿﾌ゚ ﾗﾆｽﾀ･

ｺﾝｻー ﾄ」 ｺﾝｻー ﾂ･ﾎﾗｲｽ゙ ﾝ

移： 移動音楽鑑賞教室

＜負担区分＞

共催事業「 移動音楽鑑賞教室」 (公財)日本青少年文化センター1/4、市町3/4

文化庁主催事業「 巡回公演」「 芸術家の派遣事業」 文化庁 1/1





日本各地には、歴史と伝統の中から生まれ、大切に守り伝えられてきた伝統文化や、人々

の生活の中で長く親しまれ定着している生活文化が数多く存在します。これら伝統文化・

生活文化は、我が国の文化の基盤であるとともに、人々 の心豊かな生活を実現するために

欠く ことのできない貴重な財産であり、確実に次世代へ継承していく必要があります。し

かしながら、今日の生活スタイルの急激な変化から、子供たちが、これらの伝統文化・ 生

活文化に触れ、体験する機会は極めて少なく なっています。

このため、文化庁では、次代を担う子供たちが親とともに、民俗芸能、工芸技術、邦楽、

日本舞踊、華道、茶道などの伝統文化・ 生活文化に関する活動を計画的・ 継続的に体験・

修得できる機会を提供する取組に対して支援を行うことにより、伝統文化・ 生活文化の継

承・ 発展と、子供たちの豊かな人間性のかんよう（ 涵養） に資することを目的として、「 伝

統文化親子体験教室事業」 を実施しています。

今年度、下野市では、８団体が、文化庁の補助を受けて「 伝統文化親子教室」 を実施し

ました。

「 下野市文化遺産フェスティバル」 では、それぞれの教室で学ばれた子どもさんたちが

一堂に会し、日頃の練習の成果を披露いたします。どうぞこの機会に、伝統文化を体験し

てみてください。

また、平成３０年度においても、団体の皆さまのご協力のもと伝統文化親子教室は継続

して開催される予定です。詳しくは今後発行される生涯学習情報紙「 エール」 をご覧くだ

さい。多くの子どもさんたちが伝統文化に触れ、そして体験していただければと思います。

★ 平成２９年度「 伝統文化親子教室」 開催状況★
教室及び団体名 教室の内容 代表者等 回数

１「 石橋地区和太鼓こども教室」

石橋旭会

新清流五段囃子、納涼盆踊り、八丈

太鼓の習得。地元の夏祭りや盆踊り

に参加する。

小菅 昭一 ２９

２「 親子茶道教室」

茶道芳月会

作法や茶道具、礼の仕方、畳の歩き

方についての指導。おもてなしや豊

かな心を育てる。

加藤 芳江 １３

３「 親子茶道体験教室」

飯野茶華道体験教室

礼法、基本の作法、立ち振舞い等の

指導。なつめ、茶筅等道具の扱い。

点前（ 割稽古、千歳盆）

飯野 郁子 １１

４「 下野市伝統文化いけばな

こども教室」

下野市伝統文化いけばなこ

ども教室実行委員

花ばさみの持ち方や使い方、花材の

名称について説明。生花、自由花に

チャレンジする。

髙木 敏子 １１

５「 伝統文化親子いけばな教室」

下野市草月いけばな教室

生花の歴史、由来、花道具の扱い方、

水切り方法の説明。クリスマス花や

お祝花にチャレンジする。

刑部 久子 １０

６「 伝統文化和装礼法親子教室」

下野市伝統文化和装礼法親子

教室実行委員会

きものの着装をとおして、きものを

装うことのなかから生まれた、礼法

を学ぶ。

横溝 トシ子 １１

７「 伝統文化おこと教室」

筝・ 樹陽会

おことの各部の名前や楽譜の見方、

指の使い方の説明。練習曲で合奏を

する。

近藤美知子 ８

８「 小金井子供おはやし入門教室」

小金井子供囃子会

お囃子初心者向けの入門コース。途

中からの参加も可能。地元夏祭り等

にも参加する。

稲葉 一晴 ３６


